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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示するための表示パネルと、
　接合せずに前記表示パネルの側端面のみを覆うフレームと、
　前記フレーム及び前記表示パネルと対向して前記表示パネルの一側に位置するタッチパ
ネルと、
　前記表示パネルの端部及びフレームと前記タッチパネルとの間に位置する接着テープと
、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルは、映像を実現するための表示部及び前記表示部の周囲に位置する非表
示部を含み、
　前記接着テープは、前記表示パネルの非表示部と前記タッチパネルとの間に位置するこ
とを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネルとタッチパネルとの間に位置する偏光フィルムをさらに含むことを特徴
とする請求項１または２のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記偏光フィルムは、前記表示パネルの表示部と同一の面積を有することを特徴とする
請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項５】
　前記偏光フィルムは、前記表示パネルの非表示部及びフレームと前記タッチパネルとの
間に位置する接着テープの厚さと同一であることを特徴とする請求項４に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項６】
　前記フレームは、前記表示パネルと同一の厚さを有することを特徴とする請求項１～５
のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記フレームは、プラスチック材料であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１
項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルを挟み前記タッチパネルと反対側に位置する保護フィルムをさらに含む
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記保護フィルムは、緩衝テープを含むことを特徴とする請求項８に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１０】
　前記フレームの外周は、前記タッチパネルの外周に沿って形成されることを特徴とする
請求項１～９のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記タッチパネルは、表示パネル側に配置されて下部電極を有する第１基板と、前記第
１基板と対向し、偏光膜を含み、入射光を選択的に透過する第２基板と、前記第１基板と
第２基板との間に位置する離隔部材と、を含むことを特徴とする請求項１～１０のいずれ
か１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記離隔部材は、ドット状に形成されたスペーサであることを特徴とする請求項１１に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記離隔部材は、絶縁物質であることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルを有する有機電界発光表示装置に関し、装置全体の厚さの増加
なしに、映像を表示するための表示パネルとタッチパネルとを十分に結合することができ
る有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ）は、軽量薄型
の特性を有し、陰極線管表示装置を代替することができる表示装置として用いられており
、代表的な例としては、液晶表示装置（ＬＣＤ）と有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ；ＯＬ
ＥＤ）がある。その中で、有機電界発光表示装置は液晶表示装置に比べて輝度特性や視野
角特性が優れるため、バックライトを必要とせず、超薄型に実現できる長所がある。
【０００３】
　有機電界発光表示装置は、駆動方法によって受動駆動（Ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ
）方式と能動駆動（Ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）方式に区分されており、能動駆動方式
は薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を用いる回路を有する。
【０００４】
　近年、前記有機電界発光表示装置の中には、指やペンの位置をデジタル的に検出し、こ
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れをＸＹ座標化して出力することで、文字や絵をより簡単に、かつ精巧に入力することが
できるタッチパネルのようなデジタイザ（ｄｉｇｉｔｉｚｅｒ）を、映像を実現するため
の表示パネルの一側に位置させて、ユーザが前記表示パネルに表示された映像を見ながら
所望する情報を選択できるものが開発されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２６４９３８号公報
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００６－０１１４５９６号明細書
【特許文献３】韓国特許出願公開第２００７－００４４７２１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記のような有機電界発光表示装置は、タッチパネルの特性上、前記タ
ッチパネルが前記表示パネルよりも広い面積を有するにもかかわらず、前記表示パネルで
実現される映像の輝度及び変形を防止するために前記表示パネルの非表示部のみで前記表
示パネルとタッチパネルとを結合させねばならない。したがって、上記のような有機電界
発光表示装置では、前記表示パネルとタッチパネルとは十分に結合することができない。
一方、前記表示パネルとタッチパネルとを十分に結合させるため、前記表示パネルを所定
の容器に収納しようとすると、今度は前記有機電界発光表示装置の全体の厚さが増加する
という問題がある。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、上記のような従来技術の問題点を解決するため、装置全
体の厚さの増加なしに、表示パネルとタッチパネルとを十分に結合させ、前記タッチパネ
ルの変形を防止することができる有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の前記目的は、映像を表示するための表示パネルと、接合せずに前記表示パネル
の側端面のみを覆うフレームと、前記フレーム及び前記表示パネルと対向して前記表示パ
ネルの一側に位置するタッチパネルと、前記表示パネルの端部及びフレームと前記タッチ
パネルとの間に位置する接着テープと、を含む有機電界発光表示装置によって達成するこ
とができる。
【発明の効果】
【０００９】
　したがって、本発明に係る有機電界発光表示装置は、接合せずに表示パネルの側端面の
みをフレームで覆い、前記フレーム及び表示パネルの非表示部を用いて前記表示パネルと
タッチパネルとを結合させることで、有機電界発光表示装置の全体の厚さの増加なしに、
表示パネルとタッチパネルとを十分に結合することができる。
                                                                                
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す分離斜視図である。
【図２】図１の切断線Ｉ－Ｉ’に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の目的と技術的構成及びその作用効果に関する詳しい事項は、本発明の好適な実
施形態を示す図面を参照しながら以下の詳細な説明によってさらに明確に理解することが
できる。また、説明の都合上、図面において、層及び領域の厚みは誇張されており、明細
書の全体において同一の参照番号は、同一の構成要素を示す。
【００１２】
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　図１は本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す分離斜視図であり、図２は
図１の切断線Ｉ－Ｉ’に沿う断面図である。
【００１３】
　図１及び２に示すように、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、映像を実
現するための表示部Ｂ、及び前記表示部Ｂの周囲に位置する非表示部Ａを含む表示パネル
１００と、前記表示パネル１００の側端面を覆うフレーム３００と、前記フレーム及び前
記表示パネルと対向して前記表示パネル１００の一側に位置するタッチパネル２００と、
を含む。ここで、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、外部衝撃から前記表
示パネルを保護し、前記フレーム３００が前記表示パネル１００から離脱されることを防
止するために、前記表示パネル１００の他側に位置する保護フィルム４００をさらに含む
ことができる。
【００１４】
　前記表示パネル１００は、１つまたは複数の有機電界発光素子（図示せず）が形成され
た表示部Ｂ、及び前記表示部Ｂの周囲に位置し、前記有機電界発光素子を制御するための
駆動回路（図示せず）が形成された非表示部Ａを含む第１基板１１０と、前記第１基板１
１０と結合して、前記有機電界発光素子を密閉するための第２基板１２０と、を含む。こ
こで、前記第１基板１００には、前記表示部Ｂの有機電界発光素子を駆動するための１つ
または複数の薄膜トランジスタ（図示せず）が形成される。
【００１５】
　前記タッチパネル２００は、下部導電膜（図示せず）を含む下部基板２１０と、前記下
部基板２１０に対向する上部導電膜（図示せず）を含む上部基板２２０と、前記下部基板
２１０と上部基板２２０との間に位置する離隔部材２４０と、前記下部基板２１０及び上
部基板２２０の端部に位置し、前記下部基板２１０と上部基板２２０とを結合させるため
の第１接着テープ２３０と、を含む。
【００１６】
　前記下部基板２１０及び上部基板２２０は、ガラス基板または柔軟性を有する高分子樹
脂からなるフィルムとすることができ、前記上部基板２２０は外部より入射する光を選択
して透過させる偏光膜（図示せず）をさらに含むことができる。ここで、前記下部基板２
１０及び上部基板２２０の端部には、それぞれ前記下部導電膜または上部導電膜と通電す
る下部電極及び上部電極と、前記上部電極または下部電極と電気的に接続され、指やペン
による外部入力を検出し座標化して表示パネル１００に伝達するための電極誘導ライン（
図示せず）とが形成される。
【００１７】
　前記離隔部材２４０は、前記下部基板２１０と上部基板２２０との間を所定間隔に維持
させるものであって、図２に示すように、複数のドットスペーサ状に形成することができ
、前記下部基板２１０の下部導電膜と前記上部基板２２０の上部導電膜との不要な通電を
防止するために、絶縁物質で形成されることが好ましい。
【００１８】
　前記フレーム３００は、前記表示パネル１００の側端面を覆うように位置し、前記表示
パネル１００とタッチパネル２００とが十分に結合されるようにする。ここで、前記タッ
チパネル２００が前記表示パネル１００方向に曲げられることを防止するため、前記フレ
ーム３００の外周は、前記タッチパネル２００の外周に沿って形成されることが好ましい
。
【００１９】
　また、前記フレーム３００は、表示パネル１００とタッチパネル２００との間の結合力
を向上させるものであればどのような材料であってもよいが、有機電界発光表示装置の全
体重量が増加することを防止するためには、プラスチックのような軽い材料で形成される
ことが好ましい。
【００２０】
　前記表示パネル１００の非表示部Ａ及びフレーム３００と前記タッチパネル２００との
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間には、前記表示パネル１００とタッチパネル２００を結合させるための第２接着テープ
５００ｂが位置し、前記表示パネル１００の表示部Ｂと前記タッチパネル２００との間に
は、前記表示パネル１００により実現される映像輝度を向上させるための偏光フィルム１
３０ｂが位置することができる。
【００２１】
　前記偏光フィルム１３０ｂは、前記表示パネル１００の表示部Ｂよりも面積が小さい場
合、前記表示パネル１００により実現される映像輝度を均一に向上させることができない
という問題点がある。一方、前記表示パネル１００の表示部Ｂよりも面積が広い場合、前
記表示パネル１００の非表示部Ａで前記偏光フィルム１３０ｂと第２接着テープ５００ｂ
とが重畳することになるので、前記有機電界発光表示装置の全体の厚さが増加し、前記表
示パネル１００とタッチパネル２００との間に不要な空間が発生して、前記表示パネル１
００の表示部Ｂにより実現される映像の歪及び前記タッチパネル２００の歪現象が問題と
なる。
【００２２】
　したがって、前記偏光フィルム１３０ｂは、図２に示すように前記表示パネル１００の
表示部Ｂと同一面積を有し、かつ前記表示パネル１００の非表示部Ａ及びフレーム３００
と前記タッチパネル２００との間に位置する第２接着テープ５００ｂと同一の厚さを有す
るようにすることにより、前記表示パネル１００とタッチパネル２００との間に不要な空
間が発生しないようにすることが好ましい。
【００２３】
　以上のとおり、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置では、表示パネルの側端
面をフレームが覆うようにし、前記表示パネルの非表示部及びフレームを用いて前記表示
パネルとタッチパネルとを結合することで、有機電界発光表示装置の全体の厚さの増加な
しに前記表示パネルとタッチパネルとが十分に結合されるようにすることができる。
【００２４】
　以上のとおり、実施形態において、本発明の有機電界発光表示装置を説明した。しかし
ながら、本発明は、その技術思想の範囲内において当業者が適宜に追加、変形、および省
略することができることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００２５】
１００　表示パネル、
１３０ｂ　偏光フィルム、
２００　タッチパネル、
３００　フレーム、
４００　保護フィルム、
５００ｂ　接着テープ。
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板200位于显示面板100的一侧。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9e6314cf-e0e3-438e-a923-08537851ad8b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043496865/publication/JP4875759B2?q=JP4875759B2

